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京

都

法

學

會

々
員

諸

君

に

告

ぐ

.

経
濟
論
叢
は
從
來
京
都
法
學
會

の
機
關
雑
誌
`
し
て
獲
付
し
.な
b
し
が
、
今
回
、
京
都
市
國
大
學
に
於
て
経
済
學

部

の
設
置
を
見

る
に
到
り
だ
る
に
よ
り
、
同
學
部

の
職
員
、
出
身
者
並
に
在
畢
生
を
以
て
新

に
京
都
市
國
大
學
経
済

墨
・會
を
組
織
し
▼
本
誌
を
其

の
機
關
雑
誌
に
充
つ
る
こ
.ε
N
せ
り
。
仍
て
左
に
新
學
會
の
規
則
を
掲
げ
、
此
段
京

都
法
學
會
々
員
諸
君
に
稟
書
す
。

追
て
京
都
法
學
會
々
員
に
し
て
、從
來
、脛
濟
論
叢

の
配
布

を
受
け
ら
れ
だ
る
諸
君
は
、
反
射
の
意
思
表
示
な

き
限
り
、
左
記
規
則
第
二
條
第
三
號
に
依
b
新
里
會
に
入
會

せ
ら
る
＼
も

の
と
し
て
取
扱
ふ
こ
ご
、
せ
り
。
若

し
反
封
の
意
思
を
表
示
せ
ん
巳
せ
ら
る
＼
諸
君
は
本
月
末
日
ま
で
に
本
會
事
務
所

に
通
告
せ
ら
れ
な
し
。

.

大
正
八
年
七
月

一
日

京

都

法

學

,
舎

京
都
帝
國
大
學
纏
濟
學
會

京
都
市
國
大
學
纏
濟
學
會
規
則

攣
騰
木
曾
チ
京
都
市
國
大
學
郷
濟
學
會

1・
穂

ス

木
曾

ハ
左

/
者

チ
以
テ
組
織

ス

一
、
京
都
市
國
大
墨
縄
濟

學
部
教
授

、
助
教
授
、
講
師
、
學
生
、
生

徒
及
同
畢
部
出
身
者

二
.、
京
都
市
圃
大
學
法
華
部
教
授
、
助
教
授
及
講

師

三
、
京
都
帝
国
大
卑
怯
畢
部
寒
生
、
生
徒

、
出
身
者
叉

ハ
奮
京
都
市

圃
入
墨
法
科
大
學

ノ
出
身
者

ニ
テ
木
曾
槻
關
雑
謎
『
経
済

論
叢
』

ノ
配
布

↓ア
受

〃
ル
者
[

四

-
木
曾
評
議
員
禽

二
於

テ
推
薦
叉

ハ
承

認

シ
タ
ル
者

第
三
條

本
愈

々
具
申
左

・
者
チ
以

テ
名
轡
會
員

ト
ス

一
、
京
都
市
闘
犬
學
法
學
部
教
授
・
助
教
授

.

二
、
木
曾
評
議
員
會

二
於
ア
推
薦

シ
タ
ル
滑

第
四
條

木
曾

/
事
務
所

ハ
之
テ
東
部
帝
国
大
學
経
済
學
部
陶

工
置
グ

第
五
條

木
曾

ハ
左

,
難
業

チ
行
フ

一
、
機
關
雑
誌
『
経
済
論
叢
』
チ
獲
行

ス
ル

コ
ト

『
巡
演

論
叢
』
ハ
毎
月

　
囮
之

チ
臓
行

λ
、
但

シ
臨
時
特
別
號
チ

嶺
行

ス
ル
「下

ア
ル
ベ

シ

ニ
、
『
纏
淡
墨
・研
究
叢
乱書
』
チ
獲
【賀
ス
ル

コ
ト

三

、
毎
月

一
剛
學
術
研
究
曾
チ
開
催

ス
ル
コ
ト

四

、
毎
年

}
回
公
開
稗
演
會

チ
開
催

ス
ル
コ
ト

第
六
縢

本
會

二
左

ノ
役
員

チ
置
〃

一
、
.評
議
員

、
京
都
帝
国
大
學
経
済
學
部
教
授
助
教
授
及
評
議
員
會

二
於
テ
推
薦

シ
タ
ル
者

チ
以

テ
之

二
充

ソ

一
、
會

計

委

員

(
二

名
げ

評
議
會

二
於
テ
互
選

ス

一編
艶
謄
顯
韓
艶

蛭

離
島
鳳
二
於
テ
互
選

ス

編
輯
委
員

ノ
推
薦
一
一
依

り
評
議
員
曾

ノ
承
認

チ
鰯
幅
テ
之
チ
署
㎜
〃

コ
ト
チ
得

一
、
書

記

(若
干
名
)

評
議
員
會

ノ
談
チ
維

テ
嘱
託

ス

評
議
員
及
書
記

ハ
其
任
期

チ
定

メ
ズ

、
其
他

ノ
役
員

-
任
射

ハ

第
七
條

総

テ

ー
ケ
T
}

ス
、
但

シ
重
任

チ
妨

ゲ
ズ

第
八
條

會
員

二
八
雑
誌
チ
配
布

ス
、
狙

シ
臨
時
特
別
號

ハ
此
限

ニ
ア
ラ

ズ

r

雪

第
九
條

曹
長

ハ
會
費

ト
シ
テ
拙
干額
金

三
圓
六
十
鍍

テ
細

ム
ル
コ
ト
チ
要

ス
但

シ
京
都
法
學
會

々
員

チ
躯
ネ
其
機
關
灘
調
法
學
論
叢

,'配
布

テ
受

〃
ル
者

ノ
會
費

ハ
年
額
金
三
圓
、
其
配
布
チ
受
ケ
プ

シ
テ
同
會

二
年
額

金
三
†
銭

ノ
御
田費
チ
紬

ム
ル
者

ノ
會
麟
「
ハ
年
断餌
壷
[二
圓
皿川
鎮

ト
ス

第
十
條

木
曾
規
則

ノ
改

正
襲

更
及
財
産

ノ
慮
　分

ハ
評
議
曾

ノ
決
議

二
佐

ル

附

則

本

規
則

ハ
大

正
八
年

七
月

一
日

ヨ
リ
之

チ
施

行

ス
、
但

シ
會

費

二
關

ス
ル
第

九

條

ノ
規
定

ノ
施

行

期

ハ
同

年

九
月

一
H

-・
ス
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